
（
雑
感
）
６
月22

日
（
月
）
、
市
中
総
体
の
表
彰

伝
達
を
し
た
。
非
常
に
数
が
多
く
、
全
員
を
壇
上

に
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
心
苦
し
か
っ
た
▼
「
ス

ポ
ー
ツ
の
『
目
標
』
は
、
間
違
い
な
く
勝
つ
こ
と

だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
『
目
的
』
は
、
決
し
て
勝
つ

こ
と
だ
け
で
は
無
い
。
目
標
と
目
的
の
違
い
に
つ

い
て
、
顧
問
の
先
生
と
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
提
起
し
た
▼
日
本
学
生
野
球
憲
章
と
い
う
存
在

す
で
に
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

を
初
め
て
知
り
、
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
欲

４
月
末
か
ら
５
月
初
め
に
か
け
て
の
臨
時
休
業
に

し
い
と
思
い
、
少
々
長
く
な
っ
た
が
取
り
上
げ
た

よ
る
授
業
日
数
減
少
を
回
復
す
る
た
め
、
１
学
期

の
が
上
段
で
あ
る
。
指
導
者
も
選
手
も
『
目
的
』

終
了
が
８
月
４
日
と
な
り
ま
す
。

を
見
誤
ら
な
い
よ
う
、
戒
め
た
い
。

夏
休
み
短
縮
に
よ
る
影
響
は
少
な
く
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
『
学
力
保
障
』
の
た

め
の
全
市
的
な
措
置
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
（
水
）
期
末
テ
ス
ト
②

〇
夏
休
み
削
減
期
間
（1

2

授
業
日
）

七
（
火
）
生
徒
集
会

７
月2

1

日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
火
）

一
九
（
日
）
家
庭
の
日

８
月2

5

日
（
火
）
～
８
月2

7

日
（
木
）

二
〇
（
月
）
～
三
一(

金)

二
者
面
談
・
三
者
面
談

〇
給

食

８
月
３
日
（
月
）
ま
で
提
供
。

※
詳
細
は
学
年
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

８
月2

5

日
～
８
月2

7

日
は
給
食
無
し
で

二
三
（
木
）

海
の
日

午
前
中
の
み
の
授
業
。

〇
勤
勉
（
き
ん
べ
ん
）
・
・
・
仕
事
や
勉
強
な
ど
に
一

二
四
（
金
）

ス
ポ
ー
ツ
の
日

〇
１
学
期
終
業
式

８
月
４
日
（
火
）

生
懸
命
励
む
。

八
／
四
（
火
）
第
１
学
期
終
業
式

〇
２
学
期
始
業
式

９
月
１
日
（
火
）

〇
怠
惰
（
た
い
だ
）
・
・
・
す
べ
き
こ
と
を
怠
け
る
。

☆
年
度
当
初
の
行
事
予
定
が
大
き
く
変
更
と
な
っ

〇
期
末
テ
ス
ト

６
月3

0

日
（
火
）

〇
放
縦
（
ほ
う
じ
ゅ
う
）
・
・
・
何
の
規
律
も
な
く
、

て
い
ま
す
。
今
後
も
急
な
変
更
が
あ
り
得
ま
す

７
月
１
日
（
水
）
に
変
更

勝
手
に
し
た
い
こ
と
を
す
る
。

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
出
欠
の
扱
い

〇
不
断
（
ふ
だ
ん
）
・
・
・
・
と
だ
え
な
い
で
続
く
。

例
年
の
夏
休
み
中
に
実
施
さ
れ
る
『
登
校
日
』

〇
元
来
（
が
ん
ら
い
）
・
・
・
も
と
も
と
。

と
は
異
な
り
、
登
校
で
き
な
い
場
合
は
基
本
的

〇
体
得
（
た
い
と
く
）
・
・
・
体
験
を
通
し
て
知
る
。

に
「
欠
席
扱
い
」
と
な
り
ま
す
。

〇
驕
ら
ず
（
お
ご
ら
ず
）
・
・
・
い
い
気
に
な
ら
ず
。

〇
明
朗
（
め
い
ろ
う
）
・
・
・
明
る
く
ほ
が
ら
か
。

〇
強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）
・
・
・
強
く
し
な
や
か
で
粘

り
が
あ
る
。

４
月
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
体
育
大
会
の
日
時

〇
情
意
（
じ
ょ
う
い
）
・
・
・
思
い
。
気
持
ち
。

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
練
習

〇
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
・
・
・
水
が
自
然
に
染
み
こ
ん

強
い
自
分
と
弱
い
自
分
。
優
し
い
自
分
と
意
地

時
も
含
め
た
コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
の
同
時
対
策
の
た

で
い
く
よ
う
に
、
無
理
せ
ず
少
し
ず
つ
教
え
養
う
。

悪
な
自
分
。
天
使
の
自
分
と
悪
魔
の
自
分
。
誰
で

め
、
半
日
日
程
と
い
た
し
ま
す
。

〇
艱
難
（
か
ん
な
ん
）
・
・
・
困
難
に
出
会
っ
て
苦
し

も
相
反
す
る
自
分
が
心
の
中
に
居
る
も
の
だ
。
ど

〇
日

時

９
月2

0

日
（
日
）8

：4
5

～1
1

：4
5

み
悩
む
。

ち
ら
が
勝
つ
か
？
そ
の
勝
敗
数
に
よ
っ
て
、
人
格

★
振
替
休
業
日(

予
備
日)

９
月2

3

日
（
水
）

〇
凌
ぎ
（
し
の
ぎ
）
・
・
・
乗
り
越
え
て
進
む
。

は
形
作
ら
れ
て
い
く
。

文 責
校長 都々木

子
ど
も
に
伝
え
た
い
『い
い
言
葉
』

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
？

も
う
一
人
の
自
分
も
賛
成
し
て
る
？

学 校 だ よ り
第５４号

わ
れ
ら
の
野
球
は
日
本
の
学
生
野
球
と
し

て
学
生
た
る
こ
と
の
自
覚
を
基
礎
と
し
、
学

生
た
る
を
忘
れ
て
は
わ
れ
ら
の
野
球
は
成
り

立
ち
え
な
い
。
勤
勉
と
規
律
と
は
つ
ね
に
わ

れ
ら
と
共
に
あ
り
、
怠
情
と
放
縦
と
に
対
し

て
は
不
断
に
警
戒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

元
来
野
球
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
そ
れ
自
身
意

味
と
価
値
と
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
学

生
野
球
と
し
て
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
試
合
を

通
じ
て
フ
ェ
ア
の
精
神
を
体
得
す
る
事
、
幸

運
に
も
驕
ら
ず
悲
運
に
も
屈
せ
ぬ
明
朗
強
靭

な
情
意
を
涵
養
す
る
事
、
い
か
な
る
艱
難
を

も
凌
ぎ
う
る
強
健
な
身
体
を
鍛
錬
す
る
事
、

こ
れ
こ
そ
実
に
わ
れ
ら
の
野
球
を
導
く
理
念

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
念
を
想
望

し
て
わ
れ
ら
こ
こ
に
憲
章
を
定
め
る
。
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